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	2024年9月3日（火）自生ミシマサイコ探索紀行
	　
	　かつては伊豆特産品だったという「ミシマサイコ」は、今、絶滅危惧種に指定されている希少な植物です。そ
	　9月は花満開の時期でもあり、セリ科の特徴を持つミシマサイコの黄色い可憐な花が、探索時のポイントとな
	　大型台風10号による荒天が心配されましたが、ミシマサイコ保護活動に尽力する会員の日頃の行いが良いの
	多湿で暑さもまだ残ってましたが、晴天を予感させる空模様です。10:30 台風の尻尾が降らす一時的
	11:30 売店の茶菓子をいただきながら、次なる目的の保護地は
	「稲取細野高原」へ移動です。
	　　
	　他にもススキに寄生する一年草のナンバンギセル、高原でしか見られないマツムシソウなども確認ができ、野
	　12：20　最終の目的地へ向けて出発です。乱獲からミシマサイコを守るために、その場所の公開はでき
	　近場の駐車場に車を停めて、二手に別れるかどうするかなど議論をしましたが、全員で移動することになり、
	「ここにあるよ、ミシマサイコ！」「ここにもあるよ！」「お～！！けっこう立派に咲いてる！」など、早々
	　　
	今回の自生ミシマサイコ探索の旅は天候に恵まれ、伊豆半島でのミシマサイコの現状が確認できました。大室
	手記：ミシマサイコの会 会員　門倉京子

